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このたび､フィンランドの大学を訪問調査したOフィンランドはも北欧の他国の例に漏れず､

福祉国家としてよく知られた国であるOしかし､福祉国家としてのこれまでの独負性は､経済

市場のグローバル化により大きく変動しつつある｡フィンランドは産業構造の変化やグローバ

ル化に対して､ いち早く国家政策としで情報化を進め成功を収めた国といえるo

また､フィンランドは産業 ◎資源に決して富んでいないことから､教育にカを入れることで

人的資源を大草緋こ育成してきた歴史がある｡しかし､教育の磯城にも例外なくグ由一パル化､

そして 且999年以降のボローニヤプロセスにおけるヨーロッパ化のカ勤が働いており､これま

での教育のあり方に変化を余儀なくされている｡フィンランドの教育は､また､これらのカ動

に柔軟に対応し､成功を収めているといえる｡たとえば､初等◎中等教育の分野における0濫CEB

(OTganizaもionforEcomOm亙cGO-opeTaもionan過EBeve且opmenも:経済協力開発機構)による国

際的な学習到達度調査である野瓦SA(PTOgTam餌 五mもeTnaも亙oma且凱udenもAssessmenも)におい

ては､ここ数年来､常に上位にランキングされている (望003年の調査では､読解力と科学的リ

テラシ-で 及位､数学的リテラシーで2位､問題解決能力で同列2位であり､総合的な評価で

1位となっている)Cまた､三Ittt.JJIか く三出e-1Tiaticlnaii:･V/h頭et⊃eVeiopmeIbiTt)の国際競争力のラン

キングにおいて常に上位にランキングされると同時に､同調査の大学教育の国際評価でも上位

(2000年は且位)にランキングされているO

このたびのフィンランド訪問は､このようにグローバル化 ◎ヨ-ロツパ化にうまく対応して

きたフィンランドの大学において､一体どのような教育が行われているのか､また､教育力の

向上のために 野EB(野acu且紗 EBeVe且opmenも)がどのように行われているのかについて調査する

ことを目的としたo訪問したのはオウル大学 (Ou且uUmiveTS軸)と､オウル大学が参加して

いる大学コンソ-シアム ◎カヤ-ニ (弧 AAN瓦UN瓦V冠鼠SⅠTY C O N S O鼠 丁 亙 U M ') であるO大

学コンソーシアム ◎カヤ-ニでは､今回の訪問のき っ か け と も な っ た ハ ッカライネン (P.

餌akkaTainen)教授が所属する教師教育の部門とその実 践 施 設 で あ り ハ ッカ ライ ネ ン民が推奨

するNaTTaも豆ve‰eaTningの実験施設でもある S 亙 E J M を訪問し旬参観やインタビューを行 ったO

オウル大学では､学長､教育開発ユニット ( T e a c h i m g EBeVe且opme弧もUm互も)､そして教育学部を

訪問し､インタビュ-を行った.

本稿では､主にオウル大学の教育開発ユ ニ ッ ト と 教 育 学部でのインタピ ュ - から得られた情

報をもとに､以 下 の望つの観点から報告を行うo

① どのような野D (野ac隠且もyEBeve且opmenも)が行われているか｡

② どのような体制で野EBが行われているかo
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フィンラン ドの高等教育制度 は ､研 究志向の UniveTS亙糎 と職業教育志向の AAi監

(Amma紙ikoTkeakou且u)からな る複線 的な シス テ ム をとっているoオウル大学は前者の

Univeys軸 であり,且958年に創設 された､フィン ラ ンド中西部にあるオウル市を動転にキ ャ

ンパスをかまえる総合大学であるo 由らを了 'NoTもぬeTn鎧a忠ew盈yもo蕊取OW且e組ge"と定義し旬フ

ィンランド中部 ◎北部における知の礎 となることを 目指している｡人文 個隠m盈孤立も息es)b教育

(式ducaも五･DiIi").科学 (scieI;::._Ce,::I･.玉章 (Mf:･吏ck:,磨,L..経常 ＼経常 .:I.さ王I.J.:･ニ:::I.:,:,:;:=三:I::L_TIl.≡:I.7J::I_ti-:.::/i:TJ.

Å組m息n亙SもTaも豆on)､技術 (Wec甑弧0且ogy)の 6つの学 部 か ら構成されており旬特に科学と技術に

力を入れている (たとえば､情報技師 生物ここ学な (::.丁,I:0.玉章吾封ごi.,･3.㌦ 善幸 :II,:::=J.::.JI_o:-/;A:･,_:;,It･目方.,:.

康管理 (Hea且蝕 GaTe)の簡域も存在する.

2005年時点で､学生数が 且6,66且名 (うち句人文 望,趨03名句教育 且,9望望名句科学 郵5望望名句

医学且,9冒3名､経済 ◎経営 且,0望3名句技術 4,8且8名句歯学 望68名句健康管理 36趨名)勺教職員

数が3,079名 (うち､教授望趨望名､研究者 66望名,教育スタップ6望8名句図書館スタップ 68

名､管理 ⑳運営スタッフ複写冒名､その他スタッフ8冒5名)習あるo

オウル大学の教育では､5年一業の学位 (修士萄)取得コ-スがメインとなってnる且｡望⑬⑬5

年からはフィンランドの大学で初めて望年間の修士葛取得コ-スが開設されたo教育評価 かス

テム (もea血 ngeva且uaもionsysもem)は 且994年より始められたがうポロ-ニヤプロセスにおn

て 大 学教育の質保証の 重 要性がますます高くなってきている中､大学教育評価機関習ある

恥 壷 sh 耳i･llighe･再 凍 :･LIC2.i-_t.っIL･_i恥 (,･,･1-:I.且.;:.:::･ニ亙1･3二1.:Ip.TこkL.,.I_rrr_｡i-i(手㌍言瀞 1,7･で章港･lit.Nモ雫暮芦ト′二1.-:∴;:･二言f/::もっ

た 形 で 滝 こ れ ま で の 教 育 評 価 システムを望005年に更新させてnる02

三上 粛 ITi;i-/l.据 東 学 で t･f;l･',7;'il敦 蘭 画 喪 章輔 豆出様 涙隼;:illL:.冊 甘 ･i:･.･

3 --- 巨 無常 開 発 鮭 強

フィン ランドで は ､欝EB (欝acu晦 EBeve且opme弧も)とnう用語をあまり常にずる芸とはなかっ

たo代わって､教 育 開 発 (TeacぬingEBeVe且opmenも)とnう周語が使用されてnるようであるo

オウル大学では､ ｢教 卓 開 発 ユ ニ ット｣(r_SIl-I.3.IJ:･.I.iri.f曙-_･I.:･･･te･･),軸:lT:_:,:::.!:,.･Tj-.I,:ji∴∵豆_Ht･:-I,∴妄:/≒｢仁二∴∴｣上寿i:-･･:･

が設置され､そこに TeacぬingEBeVe且opmen息を行う専門のスタッフが存在し旬学内の教展を対

象 としたワ-クショップの開催や研修プログラムの提供などを行ってnる｡

現在､フィンランドには 望0の大学 毎niVeTS五時)があり滝そのすべてにWEB闇が設けられ貰

い､るO､'}インランドの東学におti').十､∴iTlJI:.:lt-i,:･:二-,lI･'/{::･{.li三･:;<･･L,畳字:I.,I::｣.'glLtLl:I.I,{め羊設 喜 圭 ;:i/.ijJ:㍉ 昌 三千､三∴ 言/

ヨンは､教員と学生に教育的支援サ-ビスを組織骨獲ずる三と習旬高 等 教 育 を 商 患 さ せ 旬 ず 代等

の部局において科学者コミュニティの形成を促進させることであ る o

1 5年 の う ち 旬最初の 3年で 欝iTS忠盛egTee(学士葛)を取得できるO現在旬オウル太字におい
て 野iTSもEBe酢 eeを取得する平均年数は勺5◎6-5｡冒年であるo

P･参 照 サ イ ト h･S-,tlP..:賄 ､､･.;irij,Vcr･3ui-FJir監視･t6iG･.i.}臣･,忠明.軸漕r;'_r:A::-::捕,-rLI:..:.:.:･L:-?,･‡､｡TL'f-::･,I.L̂!:05詔.ぞ
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オウル大学のTDUには､現在スタッフが 且4名いる｡且4名のスタッフは全員専門的に雇用

された教員スタッフであり,学内の教育開発やローカルな教育課題を担当するグル-プ (4名)

と国家的な事業に取組むグループ (且0名)とに大別される.スタッフはTDUの業務を専門に

行う｡したがって､学内の授業は基本的に担当しなくてよい｡スタッフは､各学問嶺域の専門

家から選出されており､ 多様なニ-ズに応えることができるようになっている｡

遜-望B国衆的塵寧薬

現在､国家的な事業として､野iveyears,もwodegTeeS(W5W2)という､5年間で望つの学

位がとれるプログラムを2004年から実行している3.このプロジェクトは､学位授与のスピー

ド化､学位の多様性 ◎学際性､教育の質保証を目指すボローニヤプロセスに応ずるものとして

国家事業となっている.この事業は､オウル大学とクオビオ大学 (監uopioUniveTSity)によっ

てコーディネートされている.財政的支援は､2009年よりフィンランド教育省より提供されるo

その他､これまでに実施されてきた国家的事業を以下に示す｡

･試験開発 :且99且一息994｡

･報酬システム､ティ-テングポートフォリオ :且995-且998.

･pedaフォ-ラムコ-ディネ-ド (フィンランド高等教育における教授 ◎学習の開発

ネットワーク)o

･チュ一夕リング ◎カリキュラム開発ツール.

･高等教育の質保証における学生の役割.

･瓦鰐Tの教育活周による大学スタッフのための国家的広域トレーニングプログラム｡

･W5W カリキュラム開発o

･W5W.望 学習の累積 ;カリキュラム評価｡

a/- 芸5 日-売品億 轟責

また､ロー加 レな事業として滝学内和 すのTeachingEBeve且opmemものプログラムを多数実施

しているO基本的なスタンスとして､TEBU では学内教員スタッフとの協同的な研修を志向し

ているOそれはたとえば､オウル大学TEW からいただいたW5W.2のり｢フレットや教員和 す

に刊行している教育の実践ガイド『鎧訊ア既M監TⅠM濫TOWH瓦N監』4において､どちらも ｢考え

るための時間｣の重要性が述べられていることからもわかる｡このプログラムを受けることは

義務ではなく､基本的には教員の画室性に佳されている.ヨーロッパではこのようなTeaching

EBe∇e且opmen忠を義務化している国は英国とノルウェ-だけのようであるo

このような背景を持つ Ou且隠大学 WEBUでは､学内スタッフとの協同化のために次のような

方略をとっている.

･WEBUのサ-ビスは､教員と学生とのパートナ-シップにより組織化する.

･クライアント中心な､有周でこ-ズベースの実践 トレーニングやカウンセリング､コン

3 参 照 サ イト 臨ももp:liwww｡W5W.fun随もs払e且且g

il-参 照 サ イ ト Ii･ttrJ:,;:I-.Tr,:r{]-I/I_:I;-Jlitî7_ieii'W5･wiit:5,Ckai.;JititG-BF3'ri｡雲｡pc71.
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サルテ-ションを行うO

･大学教育の開発会議(EBeve且opmenも鰐omm五紙eeforVniveTSiもyTe臨地豆ng:監OT監Å)と
いうオフィシャルなフォ-ラムを開催するO
･3年に一度開催される｡
･各学部から4名のスタッフが選定､それに加えて 6名の学生スタッフ､TDUの
セクレタリ-がメンバ-となるo
･長期的な教育開発計画と方略を行い､積極的に参加する教員 に年度 ごとに賞を授
尊する｡

このような方略をとりながらぅTEBV学内事業グル-プは多様な業務を行っている｡先述 し
たように､4名がメインとなった学内事業グル-プを中心に､各部局のスタッフか らの協力 を
得ながら､以下のような活動を進めているo

o教授トレー一二ング
･基礎トレ-ニンダ:大学での教育の熟達化のためのり-タショップを行うo
･特別コ-ス:試験と評価b講義う学生を能動的にさせる ◎動機付けをはか る 教 育
方法､問題解決学習を学ぶ場を提供するo

･教育テクノロジ-:学習プラットフォ-ムにおける We態べ-スの教育勺視 聴 覚 機
器勺インタ-ネッ柱､▽ルチメディアによる学習ツ-ル ◎資料を提供す る o
･ポ-トフォリオトレ-ニング(教員の臣己評価 による教育技術の開発)を 行 う o
･アドバンストレ-ニング:特別なこ-ズベ-スの課題へ取組む｡
･部局単位の行き届いたト♭-ニンダ :必要 とされた時に直接的な内々の コン サ ル
テ-ションを行う｡

･教育の質保証システム
各ディシプリンの文化を尊重しながら､協同べ-スで開発志向な学生中心 の 評 価 に
つnて勺促進◎検査を行ってnるO部局のシステムは､以下のような要 素 か ら な っ て
い:i;0

二L.1各部局(i.Tj奉賛開発時劉チ-､･.豆.;･毎eT'i症 ce十毒TIPJ望.C正さこ針LiLEj-i:.,-P;ieI.:brJ::さこしllTj.lE:.ti,;.S二舘 _l:.,;_?.I:教 員 至も
名､学生5宅)がシステムをコ＼･一･一一ディネ､一･･j卜するo
望｡賃的な学生のブイ- ドバッタが教員とWEBU に配られる0
3｡年度に-臥 各部局において教育開発のためのワ-タショップを公開する ｡
4｡毎年､各部局が由藍評価を行うO

･褒賞システム

･ボ- トフォリオなど教育の ドキュメント化されたものが勺アカデミックキャリア

開発における褒賞対象としてみなされるo

r･ポ･---･トフが ｣オ トレ､､十二十ダを行､う｡

･教授法研究

･アカデミックな学習 ◎教育や継続教育の学習 ◎教育における研究を促進させるo

･修士課程の学生 (主に教育学部)は､ア奥デミックな文脈における教育 ◎学

習の問題を調査する論文の搾成を奨励されるO
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･教育と研究の連合

･研究べ-スの教育◎学習､問題解決型学習句真正なる評価 (aⅦ地emもicassessmenも)

を支援する｡

･教員への教授法学習資料の開発

･教授法資料 (本､ガイド､論文)を発刊する｡

･学術メンタリング

･エンパワメントや部局の元タップ間での協同を支援するために個別ある摘まグル

-プへ内密なサービスを組織化する.

･専門家的なインタラクションにおける寛容性､助力性勺公開性.

･個人へのエンパワメントとポジティブ思考o

･組織における変化への ｢恐れ｣の軽減o

･チュ-タリング

･ピアチュ-タ-とシニアチューターのトレ-ニングを行うo

･カリキュラム開発
･カリキュラムデザインのプロセスと方法o
･コアコンテンツ分析o
･学生の学習作業の計画 ◎評価｡

･学生の学習の援助
･インターネットを通じた学生向けの学習クリニックサービス.
･学生由治会との協同o
･アカデミックな学習スキルに関するバーチャルトレーニングプログラム.

･国際化

･国際的なベンチマーキングの方法を開発 ◎テストo

･国際パートナ-との親密な協同と英語によるサービスo

･継続教育教員ネットワーク (N藍TTm濫)のメンバーO

ミ ニ ー : I iI-;-:-::茸享茸こき三=モ主三喜薫書き

オ ウ ル 大 学教育学部では､NaTYaもive‰eaTning研究者のハッカライネン教授の影響のもと､

ユ ニ - 夕 な教育開発を行っている.学生は入学当初からかさなグル-プ単位で学習を進めるo

グ ル -プでは､複数のチュ-タ-教員とグループを編成している学生同士で授業内容◎テーマ◎

教授法に関する議論を行ったり勺毎分たちの研究 ◎学習の履歴を日記の形で残しながら､その

進展の度合いを教員と話し合い､研究◎学習の達成度の省察と学習計画の修正を行ったりする0

月に一度､このような会合が2時間にわたって行われている｡教員は了学生は同僚(co- w o洩eT)｣

だと認識しているoこのような教員と学生から構成される小グループを編成することによって､

学生は大学教員としてのチュ-タリングや教授法のあり方について熟達していくと同時に､教

展は由らの授業やチュ-タリングのあり方について改善を行っていく.
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グラムの多様さである｡教授卜虹-ニンダから始まり句教育の質保証システム旬褒賞システム滝

教授法研究滝チュ-タリングなど旬その多様さには眼を見張るものがある｡WEB隠 スタッフと

して各学問領域から選ばれる教員の多様性滝且趨名という豊富な人的リソ-スのもと習

Teac払息喝 EBeve且opmen恵に専念できる体制が勺オウル大学 WDUの多様な業務を支えていると

考えられる｡

オウル大学のTEBUは､京都大学高等教育研究開発推進センタ-第一部門 (以下 ｢京大セン

タ-｣と表記)の業務に通ずると考えられるo京大センタ-では､｢大学教授法研究｣｢大学教

育評価システム研究｣｢大学教育課程研究｣の 3館野が整備され､それぞれが教育改善におけ

る実施 (EBo)一評価 (See)-計画 (野且an)に対応しているOそして勺この3分野によるP且盈n

-EBo-Seeサイクルのもと､｢愈開授業 ⑳検討会｣を中心とした大学教育改善のための実践的

研究が行われている｡オウル大学のWEBUにおいても､｢教授トレ-ニング｣や ｢教員への教授

法学習資料の開発上 ｢学術メンタリンダム ｢チュ-タリンダ｣(Ego)とb｢質保証システム｣や

｢褒賞システム｣晒ee)～｢東リキュラム開発｣呼息盈弧)が行われているoまた,｢教授法研究｣

や ｢教育と研究の連合｣などの業務は,京大センタ-が大学教育改善のための実践的研究を行

っていることと共通しているo盟なる点は､オウル大学TEBVの ｢EBo｣が､京大センタ-が公

開授業 ⑳検討会を中心に行っている相互研修型のものではないということであるoWEBV の基

本的なスタンスは ｢協同｣であり勺り-夕かヨッブ型のものが多i滝決してトップダウン的な

スキルトレ-ニンダを目指すもの管はない (たとえばb｢学術メンタリンダ｣は匂瀬ウンセリン

グ的な手法をとってnる).しかしながら滝教授法ト♭-ニンダやチュ-夕リンダなどに代表さ

れるように､オウル大学 WEB関の取組は､スキルト♭-ニンダのための研修を3-ディネ-匹

ずるメンタ-としての役割を果たす傾向が高く勺それは京大センタ-が行っている ｢相互研修

型｣とは賃を盟にするものであるo

一風 オウル大学教育学部が行っている独由のWeaeぬi弧がBeVe且o野m純忠の取組は滝京大セン

タ-の相互研修型に親和約であるように思える｡学習グル-プを編成し,そこで学生◎教員が

交じって学習や教授法に関する議論を行う｡そして勺その議論を通して由らの学習や教授法を

由らの文脈のもとで改善していくoこのような学習ダル-プを ｢学習共同体｣と呼んで差し支

えはないであろうo京大センタ-の公開授業 ⑳検討会に学生 を 巻 き 込 んだ形ともいえるかもし

れないo

オウル大学のTEBUのディレクタ-であるか づヤライ ネ ン (Å ◎監 a軸 且盈豆nen)既は､TEBUの

取組も今はまだ最初の段階であるがb惨く珍iは教 育 学 部 の よ う な ス タイルでの Teaeぬ息ng

EBe∇e且opmen忠も行う予定であると述べていたo現時点 で は ま だ そ の 体 制 は 整備 され ていないよ

うであるが句相互研修型のTeaC艶ingEBeve且opme弧摘ミ広 ま 堕 b 教 育 学 部 で 組織化 され ていたよ

うに､全 学 で 組織化されていiことを望むばかりであるo

一二三./i-らI--



5.お恕戊,iS監

今回のフィンランドの大学訪問では､ポロ←ニヤプロセスにおけるTeachingDeve且opment

の状況を知ることができたと同時に､京大センターが進めてきた相互研修型野E3とその組織化

の糸口ともいえるような取組に触れることができたo世界の大学では､教育コンテンツや教授

スキルをティップスとして提供するサ-ビス型の厨E3や研修の場をコ-ディネ-トするメンタ
リング型の閑Bが進められる傾向が高いが､大学教員の個別具体性､ぬらの授業の文脈に沿っ
た形での教育開発が可能な相互研修型野E3に親和的な取組を行っている大学が海外にも存在す
ることを改めて認識する機会となった｡希望的観測であるが､これらの相互研修型野E3に親和
的な取組を行う国内外の機関と交流を深め､そのネットワークを形成していくことで､相互研
修型 野E3とその組織化について､研究と実践をさらに充実させることができるのではないかと

考えられる｡

違 革

今回のフィンランドの大学への調査訪問は､｢平成 且6年度 特色ある大学教育支援プログラ

ム (特色GP)｣に採択された ｢相互研修型野EBの組織化による教育改善｣プログラムの事業と

して参加したものでしたO京都大学高等教育研究開発推進センターのスタッフのみなさまにこ

の場を借りてお礼申し上げます｡

また､フィンランド訪問に際して､現地でインタビュ-に応じてくださったオウル大学のス

タッフの方考､そして何よりも､インタピュ-に応じていただける方考をコ-ディネ-トする

だけでなく､現地でのあらゆる面倒を見ていただいたオウル大学のハッカライネン教授に､心

より感謝申し上げたいと思います.
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